
 
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
と
「
人
間
性
に
向
か
う
学
び
」 

―
伝
記
教
材
の
「
テ
ク
ス
ト
形
式
」
と
新
た
な
価
値
の
創
造
― 
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一 

な
ぜ
、
〝 

深
く
人
間
的
な
学
び
〟
と
伝
記
教
材
の
活
用
…
だ
っ
た
の
か
（
第
二
回
大
会
の
問
題
提
起
）
。 

昨
年
度
二
〇
一
五
年
度
公
開
研
究
会
の
大
会
テ
ー
マ
は
、
小
学
校
物
語
教
材
「
大
造
じ
い
さ
ん
と
が
ん
」
の
模
擬
授
業
を
め

ぐ
り
討
議
で
深
め
る
も
の
で
、「
物
語
の
『
学
び
合
い
』
で
ど
ん
な
学
力
を
高
め
る
の
か
？
―
二
一
世
紀
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち

に
つ
け
る
資
質
・
能
力
と
評
価
―
」
で
あ
っ
た
（
詳
細
な
記
録
、
論
考
は
『
研
究
紀
要
・
創
刊
号
』
二
〇
一
六
年
、
参
照
）
。 

第
二
回
大
会
テ
ー
マ
は
「
〝 

深
く
人
間
的
な
学
び
〟
を
創
る
こ
れ
か
ら
の
授
業
と
評
価
―
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
と
伝
記
教

材
の
活
用
―
」
、
教
材
は
模
擬
授
業
提
案
者
が
使
用
し
て
い
る
教
科
書
教
材
で
あ
る
「
手
塚
治
虫
」（
小
五
東
書
）・「
伊
能
忠
敬
」（
小

六
教
出
）
二
つ
に
限
定
し
た
（
注
１
）
。
伝
記
教
材
（
広
義
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
に
は
、
他
に
「
百
年
後
の
ふ
る
さ
と
を
守
る
」

（
小
五
光
村
）
、
「
宮
澤
賢
治
」
（
小
六
光
村
、
東
書
）
、
「
金
子
み
す
ゞ
」
（
小
六
教
出
）
の
他
、
緒
方
洪
庵
、
星
野
道
夫
、
マ
ザ
ー
・

テ
レ
サ
、
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
、
長
倉
洋
海
等
に
よ
る
報
道
写
真
と
世
界
の
今
等
が
あ
る
。 

研
究
会
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
深
い
学
び
（
質
的
に
高
い
学
び
）
、
創
造
的
・
論
理
的
思
考
（
論
理
性
、
批
評
性
）
、
表
現
力
（
多
様

な
テ
ク
ス
ト
形
式
・
構
成
と
表
現
の
評
価
）
、
伝
記
教
材
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
、
資
質
・
能
力
（
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）
、
授

業
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
等
」
で
あ
っ
た
（
研
究
会
会
員
に
も
連
絡
）
。
な
お
、
今
回
の
テ
ー
マ
設
定
の
意
図
、

期
待
さ
れ
る
論
点
等
に
つ
い
て
は
「
第
六
部 

二
一
世
紀
型
教
育
研
究
会 

二
〇
一
六
年
度
公
開
研
究
会
の
概
要(

五
頁)

」
に
整
理

し
て
の
で
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
御
参
照
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。 



 
二 
新
学
習
指
導
要
領
と
〝
創
造
性
・
深
い
学
び
〟
―
「
深
い
学
び
」
「
主
体
的
な
学
び
」
の
実
現
と
実
践
課
題
― 

１
、
新
た
な
時
代
・
価
値
観
に
対
応
し
た
資
質
・
能
力
育
成
の
ポ
イ
ン
ト 

 

「
次
期
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
審
議
の
ま
と
め
」
（
二
〇
一
六
年
八
月
二
六
日
・
中
教
審
教
育
課
程
部
会
）
で
は
、

「
『
深
い
学
び
』
の
実
現
に
向
け
（
略
）
、
子
供
自
身
が
（
略
）
創
造
的
・
論
理
的
思
考
の
側
面
、
感
性
・
情
緒
の
側
面
、
他
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
か
ら
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
の
か
問
い
直
し
て
、
理
解
し
直
し
た
り
表
現
し
直
し
た
り
し
な
が
ら
思
い

や
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
」
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
『
主
体
的
な
学
び
』
の
実
現
に
向
け
（
略
）
、
子
供
た
ち
に
身
近
な
話

題
や
現
代
の
社
会
問
題
を
取
り
上
げ
た
り
自
己
の
在
り
方
生
き
方
に
関
わ
る
話
題
を
設
定
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
（
略
）
特
に
、
学

習
を
振
り
返
る
際
、
子
供
自
身
が
自
分
の
学
び
や
変
容
を
見
取
り
自
分
の
学
び
を
自
覚
す
る
こ
と
が
で
き
、
説
明
し
た
り
評
価
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
重
要
」
と
の
指
摘
が
あ
る(

「
学
習
・
指
導
の
改
善
充
実
や
教
育
環
境
の
充
実
等
」
。
こ

れ
等
は
「
答
申
」
「
改
訂
案
」
、
新
指
導
要
領
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
下
線
部
は
佐
藤
に
よ
る
、
以
下
同
じ
。
注
２)

。 

新
た
な
時
代
・
価
値
観
に
対
応
し
た
資
質
・
能
力
育
成
を
め
ざ
す
新
学
習
指
導
要
領
の
中
で
、
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
何
か
。
私
見
で
は
「
習
得
・
活
用
・
探
究
」
の
学
習
過
程
・
伝
統
文
化
の
尊
重
と
継
承
等
（
教
育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
他
）
を

踏
ま
え
た
、
い
わ
ゆ
る
〝
論
理
性
を
踏
ま
え
た
創
造
性
（
新
た
な
価
値
観
や
生
き
方
の
創
造
や
提
案
、
洞
察
力
や
批
評
性
）
〟
〝
質

的
に
深
い
（
人
間
的
本
質
的
）
な
学
び
〟
へ
の
指
向
性
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
「
深
い
人
間
的
な
学
び
（
創
造
性
、

批
評
性
）
」
を
的
確
に
見
取
り
評
価
す
る
、
メ
タ
認
知
化
し
て
い
く
た
め
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
・
評
価
（
論
述
、
議
論
や
討
論
、

提
案
。
批
評
・
鑑
賞
等
）
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
開
発
の
新
た
な
課
題
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
注
３
）
。 

２
、
「
要
」
と
し
て
の
国
語
科
学
習
・
学
び
の
再
構
築
へ
（
「
総
則
」
） 

こ
れ
等
は
解
の
な
い
、
複
雑
多
様
な
価
値
観
や
情
報
の
時
代
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
た
め
に
不
可
欠
な
資
質
・
能
力
（
リ
ジ
リ

エ
ン
ス
や
自
己
制
御
、
共
感
能
力
等
の
非
認
知
的
能
力
を
含
む
）
の
育
成
に
も
関
る
実
践
課
題
で
あ
る
。
国
語
科
は
資
質
・
能
力
や



言
語
能
力
等
、
全
て
活
動
の
基
盤
で
中
核
と
な
る
教
科
で
あ
る
（
注
４
）
。
学
習
過
程
・
振
り
返
り
（
メ
タ
認
知
化
）
に
お
け
る
「
主

体
的
な
学
び
」
「
考
え
の
形
成
と
深
化
」
「
学
び
に
向
か
う
力
（
人
間
性
等
）
」
等
全
て
を
一
貫
し
て
貫
く
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。 

そ
の
た
め
、
論
理
的
思
考
を
踏
ま
え
た
「
創
造
的
・
批
評
的
な
学
び
」
、
学
び
自
体
を
メ
タ
認
知
化
、
評
価
（
批
評
）
で
き
る
学
習
、

全
員
に
保
証
す
べ
き
基
礎
・
基
本
（
習
得
）・
他
者
と
協
働
的
・
対
話
的
に
関
わ
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
再
考
、
自

己
の
在
り
方
生
き
方
に
関
わ
る
価
値
観
を
形
成
す
る
「
思
考
・
判
断
・
表
現
力
等
」
の
育
成
（
活
用
）
、
そ
し
て
学
び
の
「
質
的
評
価

観
」
の
系
統
性
の
検
証
等
の
質
的
な
再
構
築
が
明
示
さ
れ
て
い
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。 

 三 

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
情
報
リ
テ
ラ
シ
―
多
様
な
テ
ク
ス
ト
形
式
と
伝
記
教
材
― 

１
、
伝
記
教
材
―
考
え
の
形
成
と
深
化
、
価
値
あ
る
生
き
方
の
創
造
へ
― 

 

第
四
次
産
業
革
命
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
が
進
行
す
る
現
代
、
多
様
で
膨
大
な
「
情
報
」
か
ら
必
要
な
価
値
あ
る
情
報
を
選
択
し
、

知
識
や
経
験
・
感
情
（
立
場
や
専
門
性
）
と
の
関
連
性
か
ら
統
合
・
構
造
化
し
た
り
、
既
有
の
知
識
・
技
能
等
の
構
造
転
換
等
を
通

し
、
新
た
な
意
味
を
持
つ
「
自
分
の
考
え
」
を
形
成
・
深
化
す
る
学
び
の
方
略
・
情
報
リ
テ
ラ
シ
―
を
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
は
自
分
ら
し
い
「
生
き
方
」
を
主
体
的
・
対
話
的
（
協
働
的
）
に
創
造
し
て
い
く
た
め
の
教
育
課
題
一
つ
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
教
育
的
課
題
の
突
破
口
と
も
な
る
の
が
「
自
分
の
考
え
」
を
形
成
・
深
化
し
、「
生
き
方
」
を
創
造
す
る
伝
記
教
材
の
「
テ

キ
ス
ト
形
式
」
を
生
か
し
た
授
業
開
発
の
視
点
で
あ
る
。
ま
た
、
各
教
科
等
の
言
語
活
動
で
観
察
・
実
験
・
レ
ポ
ー
ト
作
成
、
論
述

等
の
知
識
・
技
能
の
活
用
を
図
っ
た
り
、
記
録
・
要
約
・
説
明
・
論
述
等
の
学
習
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
こ
れ
等
と
、
全
教
科
・
領
域
等
の
ベ
ー
ス
と
な
る
国
語
科
に
お
け
る
記
録
・
引
用
・
要
約
・
メ
モ
・
説
明
・
レ
ポ
ー
ト
（
論

文
）
作
成
・
論
述
・
批
評
（
評
価
）
と
い
っ
た
「
多
様
な
テ
キ
ス
ト
形
式
（
習
得
型
、
活
用
・
複
合
型
）
」
と
の
関
係
性
が
極
め
て
不

明
瞭
で
あ
る
。
教
材
の
本
質
に
即
し
た
作
品
形
式
・
構
成
・
ジ
ャ
ン
ル
（
多
様
な
テ
ク
ス
ト
形
式
）
の
位
置
づ
け
と
解
明
は
何
を
も

た
ら
す
か
。
簡
潔
に
述
べ
る
と
、（
１
）
国
語
科
学
習
の
本
質
的
な
学
び
の
意
義
と
言
語
能
力
（
言
語
活
動
）
の
系
統
性
（
報
告
・
鑑



賞
・
批
評
、
随
筆
、
詩
歌
等
）
、（
２
）
他
教
科
等
で
の
学
び
へ
の
教
科
横
断
性
（
汎
用
性
）
等
の
明
確
化
、（
３
）
教
材
が
変
わ
っ
て

も
既
習
の
「
テ
キ
ス
ト
形
式
」
で
の
学
び
を
活
か
し
他
教
材
・
領
域
、
情
報
形
式
等
の
解
釈
・
批
評
、
活
用
に
活
か
せ
る
、（
４
）
習

得
型
の
基
礎
・
基
本
の
テ
ク
ス
ト
形
式
（
構
成
）
と
活
用
・
複
合
型
テ
ク
ス
ト
の
関
連
性
の
整
理
で
教
室
で
の
学
び
を
実
生
活
や
現

代
的
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
へ
の
対
応
等
が
可
能
と
な
る
（
注
５
）
。 

２
、
伝
記
教
材
に
よ
る
〝
勇
者
〟
の
発
見
、
批
評
的
リ
テ
ラ
シ
― 

伝
記
は
小
学
校
中
学
年
以
降
の
児
童
生
徒
が
喜
ん
で
読
む
「
テ
キ
ス
ト
形
式
」
の
一
つ
で
あ
り
、
前
学
習
指
導
要
領
の
小
学
校
五
・

六
年
生
の
「
言
語
活
動
例
」
で
も
「
伝
記
を
読
み
、
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
い
う
項
目
が
明
示
さ
れ
各
社
で
教
材
化

さ
れ
て
き
て
い
る
。
小
中
学
校
の
国
語
科
教
材
と
し
て
「
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
」
「
宮
沢
賢
治
」
「
田
中
正
造
」
「
緒
方
洪
庵
」
「
手
塚
治

虫
」
「
伊
能
忠
敬
」
「
金
子
み
す
ゞ
」
等
を
取
り
上
げ
た
伝
記
教
材
が
数
多
い
（
高
校
英
語
科
で
も
扱
わ
れ
て
い
る
）
。 

し
か
し
こ
れ
ら
は
伝
記
テ
ク
ス
ト
形
式
論
や
批
評
の
方
法
（
習
得
・
活
用
・
探
究
）
に
つ
い
て
の
系
統
的
な
位
置
付
け
や
評
価
観

か
ら
提
案
・
検
証
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
現
状
が
あ
る
。
伝
記
教
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
偉
大
な
業
績
を
残
し
人
類
の
未
来

に
貢
献
し
た
人
物
だ
け
で
な
く
、
身
近
な
家
族
や
無
名
の
人
物
等
の
生
き
方
の
中
に
、「
人
生
の
苦
難
に
、
勇
気
と
知
恵
を
も
っ
て
ど

う
向
き
合
っ
た
か
」
「
人
生
の
転
機
に
い
か
に
決
断
し
て
、
自
分
の
人
生
を
切
り
開
い
て
い
っ
た
か
」
等
（
〝
勇
者
〟
の
発
見
）
を
、

自
分
の
立
場
か
ら
主
体
的
・
批
評
的
（
対
話
的
）
に
読
み
解
く
方
法
を
学
び
、
こ
う
し
た
人
々
の
生
き
方
や
判
断
・
行
動
に
つ
い
て

「
自
分
の
考
え
」
を
形
成
し
、
今
後
の
自
ら
の
生
き
方
の
創
造
と
関
連
さ
せ
て
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
、
国
語
科
の
重
要
な
学
び
で

あ
り
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
の
新
た
な
伝
記
教
材
の
教
材
開
発
、
授
業
・
評
価
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
注
６
） 

３
、
伝
記
教
材
の
「
テ
キ
ス
ト
形
式
」
を
生
か
し
た
授
業
開
発  

伝
記
（
教
材
）
と
い
う
テ
ク
ス
ト
は
、
事
実
を
あ
る
立
場
か
ら
記
し
た
記
録
・
論
証
の
文
体
と
し
て
の
論
理
的
な
文
章
と
、
筆
者

独
自
の
感
性
や
認
識
に
よ
る
語
り
や
描
写
と
し
て
の
文
学
的
文
章
の
二
つ
の
「
テ
キ
ス
ト
形
式
」
を
併
せ
も
っ
た
「
活
用
・
複
合
（
探

究
）
型
の
テ
キ
ス
ト
形
式
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
い
わ
ゆ
る
伝
記
（
評
伝
・
史
伝
・
自
伝
等
を
含
む
）
は
記
録
・
報
告
者
に
よ



っ
て
選
択
さ
れ
た
あ
る
特
定
の
人
物
の
生
涯
・
事
実
を
、
（
１
）
出
生
か
ら
死
ま
で
の
記
録
、
（
２
）
生
き
た
証
・
価
値
（
歴
史
的
文

化
的
・
国
家
的
、
時
代
・
制
度
的
）
の
論
述
、（
３
）
時
系
列
や
幾
つ
か
の
特
徴
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
選
択
・
構
成
、
解
釈
（
意
味
付

け
）
で
記
述
、（
４
）
選
択
さ
れ
た
人
物
の
業
績
や
人
柄
・
人
間
性
等
を
記
録
・
論
証
す
る
も
の
（
筆
者
に
よ
る
今
日
的
な
意
義
の
提

案
。
論
証
）
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
５
）
文
体
・
構
成
の
特
徴
は
記
録
の
文
体
と
し
て
の
論
理
的
な
形
式
・
構
成
を
も
ち
業
績
や

人
柄
・
人
間
性
等
に
つ
い
て
の
「
筆
者
の
発
見
と
認
識
、
主
張
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
」
を
筆
者
独
自
の
文
体
で
語
ら
れ
る
（
構
成
・
語
り
・

描
写
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
選
択
と
記
述
、
象
徴
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
活
用
、
読
者
意
識
か
ら
の
工
夫
と
配
慮
等
）
。 

 

４
、
「
テ
キ
ス
ト
形
式
」
を
生
か
し
た
伝
記
教
材
の
学
び
方
（
批
評
的
リ
テ
ラ
シ
―
）
―
一
〇
の
ポ
イ
ン
ト
― 

伝
記
の
「
テ
キ
ス
ト
形
式
」
特
有
の
学
び
方
と
し
て
、
本
稿
で
は
以
下
の
一
〇
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
整
理
し
た
。（
１
）
人
物
が
生

き
た
時
代
背
景
を
知
る
（
時
代
状
況
と
価
値
観
・
生
き
方
）
。
（
２
）
筆
者
の
主
張
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
る
（
論
旨
の
理
解
か
ら

構
成
へ
）
。
（
３
）
筆
者
の
主
張
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
背
景
に
あ
る
「
時
代
的
な
価
値
観
・
常
識
的
な
考
え
方
」
を
理
解
す
る
（
人
物
の

個
性
、
行
動
と
生
き
方
）
。
（
４
）
人
物
の
設
定
を
読
み
取
る
（
出
生
と
死
、
職
業
・
生
涯
…
）
。
（
５
）
選
ば
れ
た
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

数
と
内
容
」
を
読
み
取
る
。
（
６
）
選
ば
れ
た
「
表
や
図
、
写
真
等
の
資
料
」
を
読
み
取
る
。
（
７
）
自
分
の
立
場
や
興
味
・
関
心
か

ら
「
自
分
の
考
え
」
を
も
つ
。（
８
）
自
分
で
選
ん
だ
人
物
に
つ
い
て
、
伝
記
の
「
テ
キ
ス
ト
形
式
」
を
生
か
し
て
論
理
的
に
構
成
す

る
（
歴
史
的
、
身
近
な
人
物
…
）
。
（
９
）
発
表
・
交
流
で
さ
ら
に
「
自
分
の
考
え
」
を
形
成
・
深
め
、
生
き
方
・
物
の
見
方
や
考
え

方
に
生
か
す
（
対
話
的
・
協
働
的
）
。
（
⒑
）
伝
記
の
「
テ
キ
ス
ト
形
式
」
の
学
び
方
を
メ
タ
評
価
す
る
（
注
６
）
。 

 四 

よ
り
良
い
「
生
き
方
」
や
価
値
観
を
創
造
す
る
こ
と
へ
…
… 

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
で
重
要
と
な
る
の
は
全
教
科
・
領
域
や
活
動
の
ベ
ー
ス
に
「
学
び
に
向
か
う
力
（
主
体
性
）
、
人
間
性
等
（
深

い
学
び
）
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
学
習
活
動
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
社
会
や
世
界
と
関
わ
り
、
ど
う
主
体
的
に
よ
り
よ
い
人

生
を
送
る
か
等
、
児
童
生
徒
の
「
生
き
方
」
や
価
値
観
の
更
新
に
直
結
す
る
「
深
い
人
間
的
な
学
び
」
に
つ
な
げ
る
こ
と
。
言
語
活



動
あ
り
き
の
学
習
で
は
な
く
、
教
科
内
容
の
本
質
的
で
原
理
的
な
魅
力
を
引
き
出
す
「
学
び
方
」（
教
科
固
有
の
見
方
・
考
え
方
、
深

い
学
び
）
、
伝
記
教
材
で
あ
れ
ば
筆
者
の
戦
略
と
と
も
に
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
人
物
の
生
き
方
と
そ
の
価
値
を
読
み
取
り
、
深
い
人

間
性
や
英
知
等
に
気
付
か
せ
る
よ
う
な
「
学
び
方
」
を
習
得
さ
せ
、
評
価
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

１
、
「
主
体
的
・
深
い
学
び
」
と
学
習
シ
ス
テ
ム
の
確
立
―
学
習
過
程
・
単
元
構
想
の
改
善
―
（
注
３
） 

「
主
体
的
」
課
題
解
決
的
な
学
び
や
探
究
的
な
「
深
い
学
び
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
確
か
な
「
習
得
」
か
ら
「
活
用
」「
探

究
」
へ
の
学
習
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
各
学
習
段
階
に
お
け
る
目
標
の
到
達
度
を
メ
タ
評
価
さ
せ
な
が
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
全
員
が
本
質
的
で
汎
用
性
の
高
い
「
教
科
・
情
報
の
学
び
型
（
方
略
）
」
が
分
か
り
、
「
多
様
な
テ
キ
ス
ト

形
式
」
や
情
報
内
容
を
正
確
に
読
み
取
る
「
習
得
」
段
階
、
一
人
一
人
が
明
確
に
「
自
分
の
考
え
」
を
も
ち
、
自
分
の
立
場
・
関
心
・

課
題
意
識
か
ら
発
信
・
交
流
・
学
び
合
い
を
す
る
対
話
的
・
協
働
的
な
「
活
用
」
「
探
究
」
段
階
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。 

２
、
考
え
の
形
成
・
深
化
と
ス
テ
ッ
プ
―
正
確
な
理
解
か
ら
解
釈
・
判
断
（
分
析
・
考
察
）
、
言
語
化
の
方
略
― 

全
員
の
児
童
生
徒
達
に
考
え
の
形
成
・
深
化
を
さ
せ
る
た
め
に
は
と
ス
テ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
考
え
の
形
成
・
深
化

に
レ
ベ
ル
を
想
定
し
た
。
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。（
１
）「
習
得
１
・
基
礎
学
習
」
。
既
習
の
学
習
や
経
験
か
ら

考
え
・
意
見
を
も
て
る
。（
２
）「
習
得
２
・
基
本
学
習
」
。
教
科
の
本
質
的
な
学
び
・
方
法
、
文
章
や
地
図
、
年
表
、
画
像
等
を
読
み

取
り
解
釈
や
意
見
、
疑
問
を
も
て
る
。
（
３
）
「
活
用
１
・
考
え
や
意
見
を
持
つ
（
書
い
て
ま
と
め
る
）
」
。
自
分
の
立
場
か
ら
情
報
に

対
す
る
解
釈
・
判
断
を
持
ち
言
語
化
で
き
る
。（
４
）「
活
用
２
・
対
話
的
協
働
的
学
び
」
。
異
な
る
立
場
の
情
報
に
対
す
る
自
分
の
考

え
や
意
見
、
疑
問
点
や
質
問
を
も
ち
学
び
を
深
化
さ
せ
る
。（
５
）「
探
究
」
。
学
習
を
振
り
返
り
自
分
ら
し
い
「
生
き
方
」
や
価
値
観

の
と
ら
え
直
し
、
今
後
の
学
び
の
課
題
等
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
の
よ
う
に
情
報
の
論
理
的
な
構
成
・
発
信
、
交
流
・
学
び
合
い
モ
デ
ル
の
「
習
得
」
か
ら
「
活
用
」「
探
究
」
へ
の
ス
テ
ッ
プ
で

児
童
達
自
身
が
ど
の
よ
う
な
考
え
を
、
ど
う
も
て
ば
よ
い
の
か
を
目
に
見
え
る
形
で
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

３
、
言
語
・
非
言
語
情
報
の
関
係
を
読
み
解
く 



伝
記
「
テ
キ
ス
ト
形
式
」
で
は
、
年
表
や
地
図
等
の
非
言
語
情
報
も
言
語
情
報
と
同
様
重
要
で
あ
る
。
言
語
と
デ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
・

図
・
画
像
・
年
表
等
と
の
関
係
を
正
確
に
読
み
解
き
、
論
理
的
で
説
得
力
が
あ
り
記
録
・
報
告
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
に
非
言

語
情
報
選
択
の
意
図
や
効
果
を
明
確
に
し
て
活
用
・
探
究
（
創
造
・
評
価
、
改
善
）
し
て
い
く
力
を
育
て
る
必
要
が
あ
る
。 

４
、
学
び
の
質
と
深
ま
り
を
「
メ
タ
認
知
」
―
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
ー
（
注
６
・
７
） 

多
様
な
文
脈
に
応
じ
た
「
テ
キ
ス
ト
形
式
」
に
よ
る
学
び
の
横
断
的
汎
用
性
を
重
視
す
る
た
め
に
、
到
達
目
標
に
対
応
し
た
振
り

返
り
の
新
た
な
視
点
の
再
構
築
が
必
要
と
な
る
。
一
例
と
し
て
、
評
価
レ
ベ
ル
（
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
的
視
点
）
を
以
下
の
六
項
目
設
定

し
た
。
こ
れ
ら
の
項
目
を
活
用
し
児
童
が
学
ん
だ
こ
と
を
新
た
な
発
想
や
認
識
・
価
値
観
の
形
成
に
生
か
す
方
法
を
明
示
し
た
。 

(

１)

〈
意
欲
・
主
体
性
レ
ベ
ル
〉
伝
記
教
材
で
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
、
魅
力
を
知
る
。
（
２
）
〈
知
識
・
技
能
、
理
解
レ
ベ
ル
〉
伝
記
教
材

の
「
テ
キ
ス
ト
形
式
」
の
学
び
方
が
分
か
る
（
本
質
的
問
い
）
。
（
３
）
〈
思
考
・
判
断
・
表
現
等
レ
ベ
ル
〉
自
分
の
立
場
や
関
心
か
ら
「
自

分
の
考
え
・
解
釈
」
を
も
つ
。
（
４
）
〈
表
現
・
判
断
・
構
成
、
発
信
レ
ベ
ル
〉
選
択
し
た
人
物
の
生
き
た
時
代
背
景
・
生
き
方
・
価
値
観

を
選
択
・
構
成
し
伝
え
る
。
（
５
）
〈
対
話
的
・
協
働
的
、
交
流
レ
ベ
ル
〉
他
者
と
の
発
表
交
流
で
さ
ら
に
自
分
の
考
え
を
再
形
成
、
自
分

の
生
き
方
・
物
の
見
方
や
考
え
方
を
深
化
さ
せ
る
。
（
６
）
〈
メ
タ
認
知
化
・
主
体
性
、
深
い
学
び
レ
ベ
ル
〉
学
び
の
内
容
や
方
法
、
発
見

等
を
自
己
の
生
き
方
や
価
値
観
、
学
習
・
生
活
、
読
書
、
人
間
関
係
等
に
生
か
す
。 

 五 

授
業
力
・
教
師
力
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―
資
質
・
能
力
と
「
多
様
な
テ
キ
ス
ト
形
式
」
の
解
明
― 

二
一
世
紀
型
の
新
し
い
学
び
や
資
質
・
能
力
に
対
応
す
べ
き
多
様
な
教
材
ジ
ャ
ン
ル
（
テ
ク
ス
ト
形
式
・
表
現
）
が
学
習
指
導
要

領
で
示
さ
れ
教
材
化
さ
れ
て
久
し
い
。
一
方
、
授
業
実
践
で
の
混
乱
が
多
い
要
因
と
し
て
次
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
一
つ
は
、

戦
後
以
降
根
強
く
残
る
形
式
的
な
文
章
観
に
よ
る
教
材
・
指
導
観
が
あ
る
（
文
種
別
指
導
）
。
ま
た
、
国
語
科
教
材
研
究
論
で
は
依
然

と
し
て
文
学
的
文
章
と
論
理
的
文
章
の
二
大
別
が
多
く
、
両
者
の
特
性
を
併
せ
も
つ
、
ま
た
表
や
図
や
グ
ラ
フ
等
、
非
言
語
情
報
を

組
み
合
わ
せ
た
い
わ
ゆ
る
「
活
用
・
複
合
（
探
究
）
型
の
テ
キ
ス
ト
形
式
」
に
つ
い
て
の
実
践
的
研
究
、
重
要
性
へ
の
指
摘
も
十
分



に
行
わ
れ
て
い
な
い
。
二
つ
目
。
現
行
学
習
指
導
要
領
「
解
説
」
で
も
「
多
様
な
テ
キ
ス
ト
形
式
」
に
つ
い
て
の
言
及
が
漠
然
と
し

た
も
の
に
な
っ
て
お
り
（
鑑
賞
・
評
論
・
批
評
の
相
違
、
随
筆
・
詩
歌
・
物
語
創
作
と
評
価
観
）
、
結
果
的
に
各
社
の
教
科
書
・
手
引

き
や
指
導
書
等
で
も
指
導
方
法
や
学
び
の
系
統
性
・
汎
用
性
、
評
価
観
等
の
記
述
が
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

「
多
様
な
テ
キ
ス
ト
形
式
」
を
解
明
し
授
業
実
践
に
位
置
付
け
る
こ
と
は
、
文
学
的
・
論
理
的
文
章
教
材
を
系
統
的
・
汎
用
的
に

位
置
付
け
整
理
す
る
と
い
う
国
語
科
授
業
改
革
に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、
各
教
科
・
道
徳
・E

S
D

・
情
報
教
育
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
）
等
の
教
育
内
容
を
踏
ま
え
た
汎
用
的
な
視
点
で
、
学
校
・
学
年
・
教
科
の
目
標
達
成
に
必
要
な
教
育
内
容
の
組
織
的
重
点
化
（
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
を
具
体
化
す
る
た
め
に
も
重
要
な
視
点
で
あ
る
。 

 

以
上
、
二
～
五
は
第
四
次
産
業
革
命
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
複
雑
な
現
代
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
資
質
・
能
力
を
い
か
に
育
成
す

る
か
、
「
自
分
の
考
え
の
形
成
・
深
化
」
、
主
体
的
な
「
生
き
方
」
を
創
造
す
る
た
め
の
教
育
の
一
つ
と
し
て
、
伝
記
教
材
の
「
テ
キ

ス
ト
形
式
」
を
生
か
し
た
教
材
開
発
と
授
業
実
践
の
在
り
方
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
（
注
６
）
。 

 

六 

ま
と
め
―
新
学
習
指
導
要
領
「
資
質
・
能
力
」
育
成
に
向
き
合
う
基
礎
的
・
基
本
的
課
題(

例)

― 

１
、
育
て
る
べ
き
「
資
質
・
能
力
」
と
は
何
か
？ 
い
わ
ゆ
る
「
学
力
」
と
の
違
い
を
明
確
化
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

２
、
評
価
の
三
観
点
の
運
用
を
ど
う
す
る
か
？
特
に
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
と
評
価
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
作
成
等
の
戦
略
。 

３
、
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
と
は
、
要
す
る
に
、
何
が
ど
う
な
る
こ
と
か
？
教
科
・
単
元
、
指
導
案
レ
ベ
ル
で
。 

４
、
各
教
科
の
専
門
性
（
深
い
学
び
）
と
教
科
横
断
的
・
汎
用
性
の
つ
な
が
り
（
道
徳
、
特
別
活
動
、
外
国
語
…
）
、
各
教
科
で
は
？

「
深
い
学
び
」
と
「
見
方
・
考
え
方
」
の
関
連
は
？ 

５
、
学
び
の
質
を
高
め
る
…
「
学
習
過
程
の
改
善
」
と
は
？ 

ま
と
め
・
振
り
返
り
と
メ
タ
認
知
（
の
方
略
）
？ 

 
 

例
、
言
語
活
動
の
充
実
は
、
特
に
何
を
、
ど
う
重
視
す
る
か
（
再
構
築
す
れ
ば
い
い
の
か
…
）
、
対
話
的
＝
学
び
合
い
か
？ 

 

主
体
的
と
は
… 

「
習
得
・
活
用
・
探
究
」
の
位
置
づ
け
と
学
び
の
明
確
化
…
。 



６
、
未
知
の
課
題
に
向
か
う
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」（
活
用
）
、「
学
び
向
か
う
人
間
性
（
の
涵
養
）
」（
探
究
）
の
段
階
で 

は
論
理
的
に
書
い
て
ま
と
め
る
過
程
が
非
常
に
重
要
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
、
現
状
の
教
育
で
も
不
十
分
、
全
国
的
な
学
力
テ 

ス
ト
で
も
）
、
「
考
え
の
形
成
、
深
化
」
「
論
理
的
・
創
造
的
判
断
力
・
表
現
力
」
を
意
識
し
た
授
業
開
発
と
提
案
へ
。 

７
、
「
総
則
」
に
も
明
記
さ
れ
た
現
代
的
な
教
育
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
資
質
・
能
力
（
汎
用
的
資
質
・
能
力
）
、
特
に
、
言
語
能 

力
、
課
題
解
決
能
力
、
情
報
（
テ
ク
ス
ト
）
の
分
析
・
考
察
・
評
価
…
等
を
ど
う
育
て
る
か
。 

８
、
「
知
識
・
技
能
、
汎
用
的
ス
キ
ル
、
態
度
・
価
値
」
（O

ECD
2030

）
と
資
質
・
能
力
育
成
の
関
係
、
評
価
。 

９
、
今
ま
で
の
教
育
や
方
法
、
評
価
、
指
導
過
程
・
単
元
構
想
と
何
が
ど
う
違
う
の
か
、
同
じ
な
の
か
…
？ 

改
善
の
ポ
イ
ン
ト
は
。 

１
０
、
そ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
か
ら
の
教
員
の
実
践
的
指
導
力
の
在
り
方
、
児
童
生
徒
・
保
護
者
、
地
区
の
方
が
た
の
期
待
に
応
え
る

力
量
形
成
、
研
修
の
在
り
方
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
で
は
何
が
ど
う
重
要
な
こ
と
か
？
（
以
下
、
略
）
。 

 

注
記
・
主
要
な
参
考
文
献
（
一
部
） 

１
、
手
塚
治
虫
・
伊
能
忠
敬
関
係
文
献
（
略
）
。
佐
伯
彰
一
『
日
本
人
の
自
伝
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
一
九
九
一
年
）
、
武
田
泰
淳
『
司
馬
遷 

史
記
の
世
界
』
（
講
談
社
文
庫
一
九
七
二
年
）
、
ア
レ
ッ
ク
ス
‣
ヘ
イ
リ
ィ
『
マ
ル
コ
ム
Ｘ
自
伝
』
（
河
出
書
房
新
社
一
九
九
三
年
）
、
モ

ミ
リ
ア
ー
ノ
『
伝
記
文
学
の
誕
生
』
（
東
海
大
学
出
版
会
一
九
八
二
年
）
、
勝
尾
金
弥
『
伝
記
児
童
文
学
の
あ
ゆ
み
』
（
ミ
ネ
ル
バ
ア
書
房

一
九
九
九
年
）
、
斎
藤
孝
『
自
伝
を
読
む
』
（
筑
摩
書
房
二
〇
一
四
年
）
、
『
こ
こ
ろ 

特
集
・
自
伝
・
評
伝
を
愉
し
む
』
（
平
凡
社
二
〇
一

三
年
）
、
立
川
談
志
「
手
塚
治
虫
」
『
私
の
こ
だ
わ
り
人
物
伝
』
（
日
本
放
送
出
版
会
二
〇
〇
五
年
）
、
等
（
詳
細
は
略
）
。 

２
、『
平
成
二
八
年
度 

答
申
全
文
』（
明
治
図
書
二
〇
一
七
年
）
、『
平
成
二
九
年
度 

学
習
指
導
要
領
全
文
と
改
訂
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
（
小

学
校
・
中
学
校
）
』
（
同
）
、
『
『
平
成
二
九
年
度 

小
学
校
学
習
指
導
要
領
ポ
イ
ン
ト
総
整
理
』
（
東
洋
館
書
店
二
〇
一
七
年
）
等
。 

３
、
拙
稿
「
中
学
校 

資
質
・
能
力
を
育
む
『
学
習
過
程
』
」
『
平
成
二
九
年
度 
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
（
小
学
校
・
中
学

校 

国
語
）
』
（
明
治
図
書
二
〇
一
七
年
四
月
）
、
佐
藤
洋
一
・
森
和
久
・
有
田
弘
樹
「
国
語
科
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の



開
発
と
課
題
―
『
質
の
高
い
深
い
学
び
』
に
つ
な
げ
る
活
用
型
テ
キ
ス
ト
―
」
『
愛
知
教
育
大
学
教
職
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
―
紀
要1

号
』

（
二
〇
一
六
年
）
、
佐
藤
洋
一
・
森
和
久
編
著
『
子
ど
も
が
楽
し
く
〝
生
き
方
と
洞
察
力
〟
を
育
む
授
業
の
提
案
・
報
告
』
（
「
楽
し
く
深

い
学
び
」
を
創
る
授
業
研
究
会
編
刊
二
〇
一
七
年
三
月)

、
『
国
語
科
重
要
用
語
事
典
』
（
明
治
図
書
二
〇
一
五
年
）
等
。 

４
、
「
総
則
」
「
第
３ 

教
育
課
程
の
実
施
と
学
習
評
価
」
「
１ 

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
」
の
（
２
）

で
は
「
第
２
の
２
の
（
１
）
に
示
す
言
語
能
力
育
成
を
図
る
た
め
、
各
学
校
に
お
い
て
必
要
な
言
語
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
国
語

科
を
要
と
し
つ
つ
各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
て
、
児
童
・
生
徒
の
言
語
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
佐
藤
）
。 

５
、
佐
藤
洋
一
「
「
多
様
な
テ
ク
ス
ト
（
情
報
）
の
「
構
成
・
表
現
形
式
」・
評
価
―
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
と
創
造
的
・
論
理
的
思
考
・ 

三
つ
の
側
面
、“
多
様
な
テ
キ
ス
ト
形
式
”
―
」
第
一
三
一
回
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
東
京
大
会
二
〇
一
六
年
一
〇
月
、
同
「
批
評
的
・ 

創
造
的
な
学
び
の
授
業
開
発
」
第
一
二
七
回
同
学
会
筑
波
大
会
二
〇
一
四
年
、
同
「
二
一
世
紀
型
授
業
開
発
と
国
語
科
『
活
用
型
テ
ク 

ス
ト
形
式
』
」
第
一
二
八
回
同
学
会
兵
庫
大
会
二
〇
一
五
年
等
、
佐
藤
編
著
「
国
語
科
『
習
得
・
活
用
型
学
力
』
開
発
と
授
業
モ
デ
ル
４ 

伝
記
・ 

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
編
」
（
明
治
図
書
二
〇
一
一
年
）
等
参
照
。 

６
、
佐
藤
洋
一
・
左
近
妙
子
「
『
深
い
人
間
的
な
学
び
』
を
創
造
す
る
伝
記
教
材
の
授
業―

『
杉
原
千
畝
」
』
（
開
発
教
材
）
と
向
き
合
う
小

学
六
年
生―

」『
愛
知
教
育
大
学
研
究
紀
要 

第
六
六
輯
（
教
育
科
学
編
）
』
二
〇
一
七
年
三
月
）
。
本
稿
の
二
～
五
の
部
分
は
当
紀
要
の

一
部
を
本
稿
の
趣
旨
に
沿
っ
て
再
構
成
、
追
記
し
た
も
の
で
あ
る
。 

７
、
佐
藤 

洋
一
・
有
田 

弘
樹
『
「
創
造
的
・
論
理
的
思
考
」
を
鍛
え
る
二
一
世
紀
型
教
育
―
「
故
郷
」
（
小
説
教
材
・
中
学
三
年
）
に
お

け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
・
メ
タ
認
知
―
』『
愛
知
教
育
大
学
教
職
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
―
紀
要
二
号
』（
二
〇
一
七
年
）
、
佐
藤
洋
一
「
こ

れ
か
ら
の
学
び
・
教
育
の
何
を
、
ど
う
創
る
の
か
」
『
二
一
世
紀
型
教
育
研
究
―
新
し
い
学
び
を
創
る
（
創
刊
号
）
―
』
（
二
一
世
紀
型

教
育
研
究
会
編
著
二
〇
一
六
年
）
等
。 

  




